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第 2条 学術報告は「人文」、「公共政策」、「生命環境学」の 3分冊で刊行する。
（発行回数）






































（ 1）学術報告 人文 60 ページ以内
（ 2）学術報告 公共政策 60 ページ以内






第 10 条 印字原稿（図表、写真を含む。）及びCD等デジタルデータ原稿（原則として図表、写真を含む。）に別紙
「京都府立大学学術報告投稿票」を添付し、所属の学術報告委員（以下「委員」という。）に提出する。
（原稿提出の締切）
第 11 条 原稿締切日は毎年 10 月 1日とする。
2 前項の提出日が土曜日又は日曜日の場合は、直後の月曜日を提出日とする。
（原稿の採択）




第 13 条 採択した論文等には受理年月日を明記する。
2 受理年月日は、委員が原稿を受け取った年月日とする。
（校正）
第 14 条 校正は投稿者校正とする。
2 校正回数は、原則として 2校で校了とする。
3 校正期間は、初校は 5日以内、2校は 2日以内とする。投稿者不在の場合は、代理校正者を定め、委員会に届け
なければならない。
4 校正の際、内容、文章の訂正をすることはできない。
5 note added in proof は論文の末尾におくことができる。
（経費の負担）







第 16 条 別刷は 1論文につき、50 部を贈呈する。
2 前項の部数を超えて希望する場合の経費は、投稿者の負担とする。
（著作権等）











第 19 条 この規則改廃は委員会が行う。
附 則
1 この規程は、平成 20 年 4月 1日から施行し、平成 20 年度の学術報告から適用する。
2 この規程は、平成 21 年 5月 8日から施行し、平成 21 年度の学術報告から適用する。
3 この規程は、平成 22 年 5月 19 日から施行し、平成 22 年度の学術報告から適用する。
4 この規程は、平成 23 年 9月 29 日から施行し、平成 23 年度の学術報告から適用する。
5 この規程は、平成 24 年 10 月 18 日から施行し、平成 24 年度の学術報告から適用する。
6 この規則は、平成 25 年 7月 22 日から施行し、平成 25 年度の学術報告から適用する。
7 この規則は、平成 25 年 10 月 24 日から施行し、平成 26 年度の学術報告から適用する。
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